
HOW CHAMPIONS 
USE DATA
ツアープロ・競技ジュニアゴルファーの成功に向けた

SPORTSBOX AI 活用法



概要

• 実際の選手を用いたケーススタディ

• ダナ・ダールクイストによるライブレッスン

• ブライソン・デシャンボーのケーススタディ

• SPORTSBOX AI ツアープログラムの概要





ケ ー ス ス タ デ ィ

ブライソン・デシャンボーはSPORTSBOXのデータと高度な分析を活用して

スウィングを改善し、2024年 US OPEN 優勝につながった。



ブライソンとコーチのダナ・ダールクイスト

彼らには、解決したい2つの課題があった…

ケーススタディ：デシャンボー 2024 US OPEN



1. 右へのミス（プッシュフェード）が
出るとき、どう対処すべきか？

2. 現在のスウィングと「最高の状態」の
スウィングは何が違うのか？

ケーススタディ：デシャンボー 2024 US OPEN

2023・8
58をマークした週

2024・US OPEN  前週

不調の週



LIV GOLF ヒューストン

2024/6/4

Part 1：相関分析による
因果関係の手がかりの発見

Step 1：SPORTSBOX 3D GOLFと

Foresight Sports GCQuadで、

練習場とコースのスウィング・

弾道データを収集



SPORTSBOX TOUR PROGRAM
最高のプレーを安定して発揮したい

選手に向けた、データに基づく

コンディション維持・改善の支援



Part 1：相関分析による因果関係の
手がかりの発見

Step 2：スピン軸との相関が強い順に
SPORTSBOXの動作データを一覧化

（スピン軸がプラス方向に大きくなる

プッシュフェードの要因に着目）

Step 3：ダナがデータサイエンスチームと協議し、
重要かつ改善可能な項目を3〜4個に絞り込んだ



Part 1：相関分析による
因果関係の手がかりの発見

Step 4：相関散布図で身体の動作と
ショット結果の関係を明確化

アドレスで胸の前傾が深いほど、

ボールのスピン軸は右方向に傾いた

P1でのチェストベンド



Part 1：相関分析による
因果関係の手がかりの発見

Step 4：相関散布図で身体の動作と
ショット結果の関係を明確化

トップで胸と骨盤のマイナス方向への

左右差が少ない時に、

フェードになりやすかった

P4でのスウェーギャップ



Part 1：相関分析による
因果関係の手がかりの発見

Step 4：相関散布図で身体動作と
ショット結果の関係を明確化

トップでリード側への骨盤のスウェーが

大きいほど、フェードになりやすかった

P4での骨盤スウェー



必要なスウィング変更を
理解したブライソンとダナは、
トップで狙いどおりの
スウェーとスウェーギャップ
の数値を出すための
「動作の感覚」を調整した

ケーススタディ：デシャンボー 2024 US OPEN



そしてパインハーストで
迎えた水曜日、
スウィングは完全に
仕上がった。

ケーススタディ：デシャンボー 2024 US OPEN

「みんな、あの『 58 』を出したときのスウィングの

感覚だ！」



Part 2: 比較分析・ギャップ分析
でブライソンの好調を維持

ブライソンの「理想的なスウィング」を

システムに登録した後は、翌日以降の

データと比較し、変化がないか確認する

だけだった…



結果：

4日間の試合を通じて

自分のスウィングに

100％の自信を持てた。



Step 2：課題の明確化

選手が現在解決したい問題は何か？

・理想とする結果は何か？

理想の結果を実現するための判断に必要な、重要な問いは何か？

Step 1：現状把握

選手の競技歴、現在のプレーやスウィングの状態、身体の状態、ケガの履歴を理解する

私たちのプロセス



Step 3：データ収集

コースと練習場でスウィング・ショットデータを収集

Step 4：データ分析とコンサルテーション

分析結果を提示・説明し、設定した重要な問いに答える

私たちのプロセス



SPORTSBOXチームは、どのようなスウィング変更を行うべきか、またその変更方法について

指導することは、基本的にはありません。

私たちの役割はデータ分析の結果を示し、科学的な視点から解釈を支援することです。

選手とコーチ陣が明確な根拠をもって判断できるようにします。

私たちが行わない事



➀初回コンサルティング：東京のスタジオ（PGL-パーソナルゴルフラウンジ）にて、

1時間のスウィング3Dデータの確認・分析・スウィングスコアレポート作成

＋SPORTSBOX AI・サイエンスチームとの1時間のオンライン面談 ― $1,000

➁2日間現地サポート：データ収集・分析・コンサルティング（Part 1) ― $3,000

（JGTO・JLPGAツアープレーヤー向け価格）

※4日間をご希望の場合は、$5,500となります。

➂継続サービス：SPORTSBOX AIチームと週1回・1時間のオンラインコンサルティング（Part 2) ― 月額$3,000

（JGTO・JLPGAツアープレーヤー向け価格）

※➂は初回コンサルティングと、2日間サポートを終えた方が対象となります。➂には、➁の内容も含まれます。

※全て日本国内限定のサービスとなります。海外ツアープレーヤーや、日本国内以外でのサービスを

ご希望の場合は、別途お問い合わせ下さい。

※全てのプランで、SPORTSBOX AI・サイエンスチームからのサポートがございます。

※➁で弾道測定器の持ち込みが必要な場合は、追加料金が必要となります。

※全てのプランで、スウィングデータの使用・共有の承諾をお願い致します。

料金 ― ツアープログラム（JGTO・JLPGAツアープレーヤー向け）



●初回コンサルティング ― ＄1,000

東京のスタジオ（PGL-パーソナルゴルフラウンジ）にて、1時間のスウィング3Dデータの確認・分析・

スウィングスコアレポート作成＋SPORTSBOX AI・サイエンスチームとの1時間のオンライン面談

●2日間現地サポート：データ収集・分析・コンサルティング（Part 1) ― ＄3,000

ショットデータでスウィングを捉えるための2日間サポート

（練習場＋コース。ドライバー＋ミドルアイアンを基本としますが、他の番手のリクエストもご相談可能です）

・ショットパターンとスウィングモーションのデータ分析と相関分析

カスタムレポートの例：スピード/効率レポート、傷害リスクレポート、ミス（球筋の傾向など）とスウィングデータの

相関関係の分析

・SPORTSBOX AI サイエンスチームと日本アンバサダーによるデータの説明に関するセッション

（サイエンスチームの相談はオンラインとなります）

・ プレーヤーにとっての「理想的なスウィング」データベースと主要データポイントの範囲の作成

・ SPORTSBOX 3D GOLFの継続的なレコーディングトレーニングのための使い方に関するオンボードトレーニング

・ SPORTSBOX AI 日本アンバサダー＆レベル2認定取得済のスタッフの帯同

・ SPORTSBOX AIメンバーの旅費・滞在費は、日本国内の料金に含まれています。

詳細１ ― ツアープログラム（JGTO・JLPGAツアープレーヤー向け）



Part 2：継続的なデータ分析およびコンサルティング（Part 2) ― 月額＄3,000

•スポーツ科学チームの毎週1時間の定期的なオンラインセッション

•プレイヤーとコーチがSPORTSBOX 3D GOLF でスイングを記録し、分析のためのデータベースに新しいスイングを追加

•毎月あたり2日間のPart1サポート内容を含みます。

◎初回コンサルティングとPart 1が完了した後のみ、ご利用可能です。

詳細２ ― ツアープログラム（JGTO・JLPGAツアープレーヤー向け）

詳しいお問い合わせについては、

SPORTSBOX AI 

JAPAN AMBASSADOR・TATSURO KITANO

まで、お問い合わせ下さい。
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